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取り込みと患者予後の関係について検討した．162例の

うち82例では肝腫瘍は99mTc・PMTの強い取り込みを

呈し（陽性），残り80例では肝腫瘍は99mTc－PMTを取

り込まないか，あるいは正常肝臓部と比べ同程度ない

しそれ以下の取P込みを示した（非陽性）．患者予後は

Kaplan－Meier法およびgeneralized　Wilcoxontestを用

いて解析した．陽性群82例と非陽性群80例の背景因子

について検討した結果では，年齢，性，肝硬変の有無，

childの分類，腫瘍径，血清アルブミン値および療法は

いずれも両群の間に差を認めなかったが，血清ビリルビ

ン値およびAFP値はいずれも非陽性群において高値を

呈するものが多い傾向を認めた．陽性群82例の生存期

間中央値は1，013日，これに対して非陽性群80例のそ

れは398．5日で前者が有意に長期間生存した（p＜0．002）．

肝切除術を受けた48例のうち，陽性群23例の生存期間

中央値は2，317日以上で，非陽性群25例の1，567日と

比べ長かった．TAE療法を受けた85例においても陽性

群41例は非陽性群44例よりも有意に長期間生存した．

さらに血清ビリルビン正常値群あるいは血清AFP低値

群（く400ug／ml）について検討した結果でも陽性群は非

陽性群よりも長期間生存した．

　以下の結論を得た．99mTc－PMT後期イメージングの

成績は，肝細胞癌患者予後と密接な関係を有すること，

および血清ビリルビン値およびAFP値とは独立して予

後と関連する部分を有することを明らかにした．
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　演者らは非侵襲的に門脈循環動態を測定する方法とし

て経直腸門脈シンチグラフィを考案し，一連の検討を加

えてきた．しかし，この方法では下腸間膜静脈からの門

脈循環動態を測定できるが，上腸間膜静脈からの循環動

態を反映しない欠点があった．今回，1231－IMP（iodo・

amphetamine）を経口および経直腸投与し，上腸間膜静

脈および下腸間膜静脈両面からの門脈循環動態を同時に

測定する方法を検討した．

　対象および方法：慢性肝炎11例，食道静脈瘤非合併
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肝硬変11例，食道静脈瘤合併肝硬変10例の計32例を

対象とした．IMPを封入した腸溶カプセルを経口投与し

3時間後に10分間データ収集を行い，肝および肺の30

秒毎のtime－activity　curveを作製した．さらに，直腸腔

内にIMPを注入し30分間データ収集を行い同様に

time－activity　curveを作製した．

　成績：経口による門脈シンチグラフィの肝および肺の

カウントはすでに平衡状態に達しておりカウント数／（肺

カウント数十肝カウント数）×100％を経小腸門脈シャ

ント率とした．経直腸からの門脈シンチグラフィの肝と

肺のカウント比は20分以降平衡状態に達するので，20－

30分の肺カウント数／（肺カウント数＋肝カウント数）×

100％を経直腸門脈シャント率とした．経小腸および経

直腸門脈シャント率はともに病変の進展に伴い上昇傾向

を認めた．慢性肝炎では両者間に有意差を認めなかった

が，食道静脈瘤合併肝硬変では経直腸法は経小腸法に比

べ有意のシャント率高値を示した．以上より，肝硬変の

食道静脈瘤形成において，下腸間膜静脈経由の門脈血行

は重要な役割を果しているものと思われた．
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　門脈瘤は非常に希な疾患であるが，われわれは，腹部

血液プールSPECT検査により門脈瘤が明瞭に描出され

た2症例を経験したので報告した．症例1は，34歳の男

性で右季肋部痛があり，腹部エコー検査にて肝門部に不

規則に拡張した管腔様構造物を指摘された．腹部血液

プールSPECT検査はTc・99m　in　vivo標識赤血球740

MBq（20　mCi）を用い，1方向30秒で360°を64方向

から楕円軌道にて撮像した．PSECT像は，収集した像

に10w－passとWiener　mterをかけた後再構成した．再

構成されたSPECT像にて，肝門部門脈本幹上に明かな

異常血液プール像が認められた．そして上腸問膜動脈造

影門脈相にて門脈左右分岐の直前の径3cmの門脈瘤と

診断された．SPECTのcoronal像は，　transaxial像であ

るCT検査より，門脈瘤の描出に適していると考えられ

た．症例2は，36歳の女性，検診の腹部エコー検査にて

Presented by Medical*Online


	1195



